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いと、改めて?えた次第である。
Ⅱ．紫明小学校と連携した道徳の授業実践研究報告
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① 学 級 京都市立紫明小学校 ５年１組（27名）
② 日 時 平成23年11月16日（水） 第6校時





























































５．お わ り に
今回、道徳を研究テーマにしている紫明小学校と連携して活動できたことは、
本学にとっても収穫であった。というのは、ほかの教科とは異なり、道徳の授
業は、学生にとってはなかなか難しいものだからである。大学の授業で模擬授
業を取り入れていても、実際に児童を相手にして授業をするのではないので、
学生は常に不安を抱えている。このため授業参観をすることによって、授業者
の動き方や発問の仕方、児童とのやり取りなどが実地に観察できることはとて
も教育効果がある。
小学校は基本的には学級担任がすべての授業を担当するので、学級経営がう
まくいっていないと、教科の授業がうまくいかない。特に道徳は、日頃の担任
と児童たちの信頼関係がもろに現れるので、本稿で紹介した５年１組は、ベー
スになる学級経営がうまくいっていることがわかる。授業後、別室で校長先生
とお話しする機会をえたが、４年生の時に崩壊寸前だったクラスを１年かけて
作り直したことをその時知った。
この意味で、今後も京都市の小学校と連携していく必要性を痛感する。紫明
小学校の場合は、道徳の授業だけでなく、日常的な学級経営についても本学の
学生たちに学ぶ機会を与えることができれば、教員としての実際的な力量の形
成にも有効である。
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